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ー砂

放
水
で
地
面
に
落
ち
た
害
虫

喜
ち
た
害
虫
に
薬
剤
を
か
け
志

『
マ
ツ
カ
レ
ハ
』

撲
滅
大
作
戦

今
年
は
異
状
気
象
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

そ
の
せ
い
で
し
ょ
う
か
、
害
虫
も
異
状
に
発
生

し
て
レ
る
よ
う
で
す
。

水
田
で
は
「
イ
ネ
ド
ロ
オ
イ
ム
シ
」
が
異
状

に
発
生
し
て
い
ま
す
し
、
松
の
木
に
は
「
マ
ツ

カ
レ
ハ
」
が
異
状
に
発
生
し
、
松
の
葉
を
食
い

あ
ら
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
乙
字
ヶ
滝
広
場
の
松
も
、
茶
色
に
見
え

る
ほ
ど
に
な
り
、
竜
崎
区
で
は
、
六
月
八
日
に

消
防
ポ
ン
プ
を
使
っ
て
防
除
に
あ
た
り
ま
し
た

が
、
そ
れ
で
も
退
治
し
き
れ
ず
、
六
月
二
十
三

日
に
は
つ
い
に
須
賀
川
消
防
署
よ
り
、
「
ハ
シ

ゴ
寧
」
ま
で
出
動
す
る
と
い
う
、
大
が
か
り
な

撲
滅
作
戦
と
な
り
ま
し
た
。

竜
崎
区
を
は
じ
め
、
須
賀
川
消
防
署
ほ
か
、

作
戦
に
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
ご
苦
労
さ
ま
で
し

た。
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No. t 07 たまかわ広報

里域 T るはわ‘な、へるすする用
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さ四区
れ十域

E 、用魚。原たが農目まま七とi之の池 状場出地的だし年農
れ計あ 回合来でにはた十周
らー画る 復はまあ利、。一地
のがい 命、せる用養農月区
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関 初丹、伝現日記 円(等 研ま講お度お吹お術型機
し 日役習有害潟 、ー約 修す希りのい原いの農械
よ日場所免ロロ宮 本泊 一 実。望と今 て経て向業化

不 り'二内許、アミ 村三 、 施さな後実営は上機の
明 三階研証免 よ食 O 計れつの-施伝毎を械進
な 十)修 許コ り'-.../ 0 函るて研し習年図の展
点 目 室 取ム 通 O よま修て農農る整に

に
農
業
委
員
会
の
事
務
局
へ
相
談

さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

福
島
県
農
業
機
械
化
研
修

竜崎地区衛生組織は、去るら月30日、新潟県新潟市

体育館において開催された第8回全国保健衛生大会の

席上、優良組織として、全区地区衛生組織連合会長よ

り表彰されました。

これを機に更に一層の活動を期待したいと思いま

す。

し、は
。産

業
課

問
し、
ム
ロ
せ
て
下
さ

紙

回 期 間 日数対人象員 研修種類 研 修 内 容 対象者

5 11月4日.--....11月22日 20 日 30 人 トラクター初級 トラクター免許取得及び作業機 農業者等

6 12月1日-..12月13日 13 20 ~ 中級 機けん引 ~ ク

7 1月19日""1月31日 13 10 整備初級 トラクター整備 ~ 

8 2月16日-3月6日 20 30 トラクター初級 トラクター免許取得及び作業機 ~ 

見。

福
島
県
警
察
本
部
で
は
、
大
一

学
卒
業
者
、
ま
た
は
五
十
一
年
一

三
月
大
学
卒
業
見
込
の
者
を
対
…

象
と
し
て
、
次
に
よ
り
警
察
官
一

を

募

集

し

て

い

ま

す

。

.

一

、

申

込

期

日

一

七
月
一
日
か
ら
八
月
五
日
ま
一

で

一
二

、

資

格

一

昭
和
二
十
三
年
四
月
二
日
か
一

ら
昭
和
二
十
九
年
四
月
一
日
ま
一

で
に
生
れ
た
男
子
で
大
学
冷
卒
一

業
し
た
者
、
ま
た
は
五
十
一
年
一

三

月

卒

業

見

込

の

者

一

三

、

採

用

人

員

一

約
七
十
名
そ
の
他
身
体
検
査
一

基
準
、
試
験
の
方
法
等
詳
し
い
一

こ
と
は
、
も
よ
り
の
駐
在
所
、
一

ま
た
は
石
川
警
察
署
に
お
問
い
一

合

せ

く

だ

さ

い

。

一

警察官募集中

気S二
ハ
石
川
警
察
署
よ
り
)
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異状気象における稲の管理

今

年

の

稲

は

、

例

年

よ
り
五
日
位
遅
れ
て
お

り

、

こ

れ

ら

異

状

気

象

(
冷
室
。
が
予
想
さ
れ

る

こ

と

か

ら

、

今

後

の

管
理
に
は
次
の
よ
う
な

こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。

:て i
j水;
' 王!z王二 S 

! 13' ! 

i理 i

①
六
月
下
旬
以
降
は
低
温
で
降

水
量
も
多
く
水
温
も
低
い
の

で
、
水
温
を
上
昇
さ
せ
る
よ

う
な
水
管
理
を
す
る
こ
と
。

②
有
効
茎
数
が
確
保
さ
れ
た
ら

間
断
か
ん
が
い
、
中
干
し
を

し
、
根
ぐ
さ
れ
を
防
止
し
根

の
健
全
化
を
は
か
る
。

③
堆
肥
の
多
用
田
、
窒
素
の
多

い
水
田
で
は
強
自
に
中
干
し

を
す
る
。

④
有
機
質
の
多
い
水
田
を
急
に

中
干
し
す
る
と
、
い
も
ち
病

の
発
生
を
助
長
す
る
か
ら
浅

水
↓
間
断
か
ん
が
い
↓
軽
く

中
干
し
を
す
る
。
特
に
い
も

ち
病
の
常
発
地
で
の
農
林
二

十
一
号
に
注
意
す
る
こ
と
。

⑤
穂
ば
ら
み
期
か
ら
、
出
穂
期

に
か
け
て
は
、
最
も
水
の
必

要
な
時
期
で
あ
る
の
で
充
分

与
え
る
。

一
⑥
幼
穂
形
成
期
と
減
数
分
裂
期

に
低
温
に
あ
う
と
、
障
害
型

冷
害
と
な
る
の
で
、
充
分
深

水
と
し
、
低
温
よ
り
幼
穂
を

保
護
す
る
こ
と
。

!病 i
i虫 i
l害 1
i防 i
j除!

①
葉
い
も
ち
病
五
月
の
気
温
は

一
般
に
や
や
高
め
に
経
過

し
、
六
月
の
気
温
も
平
年
並

で
生
、
育
は
遅
れ
て
い
る

が
、
株
数
、
茎
数
が
多
い
の

で
過
繁
茂
と
な
り
い
も
ち
病

の
発
生
が
一
予
想
さ
れ
る
の

、
で
、
早
期
発
見
に
つ
と
め
、

発
生
初
期
と
そ
の
後
五

t
七

日
ご
と
に
二

i
三
回
薬
剤
散

布
を
行
な
う
。

②
穂
い
も
ち
病
穂
い
も
ち
病

は
、
穂
ば
ら
み
期
と
漁
揃

期
、
さ
ら
に
傾
穂
期
に
防
除

す
る
こ
と
。

水
面
施
用
剤
(
キ
タ
ジ
ソ

p
t

粒
剤
)
は
、
出
穂
十
日
前
頃

に
湛
水
し
て
施
用
し
、
そ
の

後
三
J
四
日
止
水
と
す
る
。

ß~ ; 

-一、
穂

梅
雨
が
長
び
き
軟
弱
過
繁
茂

の
生
育
が
予
想
さ
れ
る
の
で

六

t
七
月
の
気
象
、
稲
の
生

育
に
注
意
し
て
施
す
こ
と
。

必
要
な
場
合
は
、
早
中
生
種

で
七
月
下
旬
l
八
月
上
旬
に

十
ア
ー
ル
当
り
十
J
十
五
キ

ロ
グ
ラ
ム
と
す
る
。

(
石
川
農
業
改
良
普
及
所
〉

ぎ
、
な
つ
は
ぜ
(
や
ま
や
ろ
)
、

松
柏
類
、
も
み
じ
、
ぶ
な
、
そ

ろ
、
こ
く
わ
、
ま
つ
ふ
さ
と
山
取

り
の
各
種
盆
栽
か
ら
、
見
事
な
ょ

せ
植
の
数
々
と
、
ま
こ
と
に
多
種

多
彩
で
、
五
百
人
を
越
す
観
客
を

う
な
ら
せ
ま
し
た
。

盆
栽
会
が
発
足
し
て
間
も
な
い

始
め
て
の
展
示
会
と
は
思
い
な
い

よ
う
な
盛
大
さ
に
、
次
回
一
の
展
示

会
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

" 
盛
会
だ
っ
た
展
示
会

六
月
七
日
か
ら
九
日
ま
で
の
三

日
間
、
新
装
な
っ
た
村
体
育
館
に

お
い
て
、
玉
川
村
盆
栽
会
ハ
会
長

小
林
尚
)
と
公
民
館
の
共
催
で

「
さ
っ
き
」
と
「
各
種
盆
栽
」
の

展
示
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

新
発
足
の
盆
栽
会
合
員
の
自
慢

の
作
品
だ
け
に
、
す
ば
ら
し
い
名

木
や
名
花
が
広
い
会
場
を
う
め
つ

く
し
、
村
内
は
も
ち
ろ
ん
近
隣
の

町
村
か
ら
参
観
に
訪
れ
た
人
達
の

目
を
見
は
ら
せ
ま
し
た
。

総
出
品
点
数
二
百
八
十
点
と
い

う
盛
会
ぶ
り
は
、
他
町
村
の
展
示

会
で
は
見
ら
れ
な
い
も
の
で
、
さ

っ
き
の
種
類
も
百
種
に
近
く
、

松
、
け
や
き
、
ま
ゆ
み
、
に
し
き

盆栽展」• 

た

品、
C

つ

つ

だ

「さ

A 
Z玄盛二丸fJE

Fも

「土

~
季

仏
三
十
日
は
「
土
用
」
の
入
り

w

で
す
。
土
用
と
い
え
ば
、
夏
の

M

こ
と
と
思
い
こ
ん
で
い
る
人
が

山
多
い
よ
う
で
す
が
、
春
夏
秋
冬
向

叩
四
季
そ
れ
ぞ
れ
に
各
十
八
日
ず
中

山
つ
あ
る
こ
と
を
ご
存
じ
で
し
ょ

M

W

う
か
。
む
か
し
中
国
で
は
一
切

N

の
物
事
を
木
、
火
、
土
、
金
、

山
水
の
五
つ
に
分
け
て
考
え
た
そ

w

う
で
す
。

M

市
販
の
暦
に
よ
り
ま
す
と

山
「
そ
の
入
り
の
時
刻
に
よ
り
暦

N

面
の
日
数
が
十
八
日
ま
た
は
十

日
九
日
」
と
な
り
、
「
土
用
と
い

向
う
名
称
は
、
土
気
が
物
を
変
化

M

し
、
用
に
ハ
タ
ラ
キ
の
意
が
あ

山
る
か
ら
で
、
土
用
の
明
け
か

N

ら
、
立
春
、
立
夏
、
立
歓
、
立

M

冬
と
季
節
が
改
ま
り
ま
す
」
と

向
あ
り
ま
し
た
。

M

三
十
日
は
土
用
の
ウ
シ
の

向
日
、
こ
の
日
に
ウ
ナ
ギ
を
食
べ

る
と
夏
ま
け
し
な
い
と
い
う
俗

信
が
あ
り
ま
す
。
地
方
に
よ
っ

て
は
ウ
シ
年
生
ま
れ
の
人
は
ウ

ナ
ギ
を
食
う
な
と
い
う
習
俗
も

あ
る
そ
う
で
す
。

、"""'"、，...，.、，、，曜、，、，、，、-噌
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電話が自動化されます

玉川電話交換局が誕生

川
辺
郵
便
川
で
取
り
扱
っ
て
い
た
電
話
は
、
玉
川

電

話
交
換
応
の
関
川
と
同
時
に
す
べ
て
自
動
化
さ
れ

ま
す
。
川
辺
川
の
交
換
業
務
は
、
昭
和
十
四
年
十
月
二
十

三

日

に

四

加

入

で

開

始

し

、

現

在

に

い

た

り

ま

し

た
。
今
後
郵
便
局
で
は
、
窓
口
の
通
話
事
務
、
電
話
料
金

の
受
入
、
電
報
の
受
付
だ
け
で
、
そ
の
他
の
電
報
電

話
業
務
は
す
べ
て
電
電
公
社
石
川
電
報
電
話
局
が
取

り
扱
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

自
動
式
電
話
に
取
り
替
え
る
工

事
は
、
電
電
公
社
の
東
北
電
気
通

信
局
指
定
で
、
昭
和
四
十
九
年
六

月
か
ら
新
局
舎
建
設
や
ー
線
路
増

設
な

E
を
行
っ
て
い
た
も
の
で
、

こ
の
開
局
仁
よ
り
、
川
辺
郵
便
局

の
電
話
交
換
は
、
玉
川
電
話
交
度

局
が
行
う
こ
と
に
な
り
、
同
時
に

全
国
約
四
千
六
百
局
ヘ
ダ
イ
ヤ
ル

市
外
通
話
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。新
電
話
交
換
局

の
概
要

マ

所

在

地

大
字
小
高
字
南
畷

八
の
二

昭
和
四
十
九
年
六

日川昭
和
五
十
年
八
月

延
二
百
三
十
平
方

メ
ー
ト
ル

鉄
骨
平
屋
ハ
自
動

機
械
室
)

ク
ロ
ス
バ
ー
四
六

O
塑

マ
着

工

マ

完

成

マ
局
舎
建
坪

構

、主主
1旦

マ
交
換
機
名

マ
加
入
電
話
収
容
設
備
数千
四
百

マ
電
話
加
入
数

現
在
の
加
入
数

一
般
電
話
三
百
四

公

衆

電

話

十

八

自
動
化
後
新
設
開
通
す
る
電

話
人
二
十
般

電

話

・

九

百

公

衆

電

話

七

扇
動
切
替
後
は

〈
〉
電
話
番
号
が
変
り

ま
す

自
動
電
話
と
な
る
り
で
電
話
番

号
は
全
部
四
ケ
h

併
に
変
・
り
ま
す
。

ま
た
プ
市
外
局
番
忌
つ
ぎ
の
よ

う
に
変
刀
ま
す
。

yr

新

O
三
日間
七
一軍
七

'問

。

三
思
岩
下五
八

。
天
気
予
報
‘.
時
報
が

電
話
で
聞
け
ま
す
。

O
天
気
予
報
川の
サ
ー
ビ

ス

「
一
七
七
」
と
ダ
イ
ヤ
ル
す
る

だ
け
で
当
地
方
の
此
も
新
し
い

天
気
子
報
が
聞
け
ま
す
。

O
時
報
の
サ
ー
ビ
ス

ご
一
七
」
を
ダ
イ
ヤ
ル
す
る

と
十
秒
ご
と
の
正
し
い
時
刻
が

聞
け
ま
す
。

。。
警火
察災
へ急
の報
ー急ーは
一報ー
0は九
番番

右
の
ほ
か
、
特
殊
電
話
番
号
は

次
の
と
お
り
で
、
こ
れ
ら
の
通
話

は
無
料
丙
す
。

O
ベ
一内
電
話
番
号

の
問
い
合
わ
せ

一O
四
番

O
市
外
氾
話
番
号
の
問
い
合
わ
せ

一O
五
番

O
ダ
イ
ヤ
ル
市
外
通
話
区
間
で
あ

る
が
通
話
料
を
知
る
た
あ
交
換

手
へ
申
し
込
む
通
話

一O
O番

O
電
話
故
障
の
と
き

一
一
三
番

。
屯
報
を
屯
話
で
打
っ
と
き
一
一
五
番

O
電
話
の
申
し
込
み

・
移
転
等
の

注
文
・
手
続
き

石
川
〈

O
二
四
七
二
)

一一

i
二

0
0
0番

O
市
外
通
話
・
公
社
訪
求
書
の
料

金
の
問
い
合
わ
せ

石
川

(
O
二
四
七
二
)

ニ
l
ニニ
O
O番

自
動
電
話
の
か
け
か
た

自
動
電
話
に
は
、
交
換
手
が
い

な
一い
代
り
に
、
受
話
器
を
通
し
て

ィ二〉
¥ぐごン

次
の
よ
う
な
三
つ
の
音
で
合
図
を

し
ま
す
。
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三
つ
の
音
を
聞
き

わ
け
ま
し
ょ
う
。

広報

一
陵
情
出
巴
ッ
l
γ
の
連
続
音
、

受
話
器
を
耳
に
あ
て
る
と
最
初

に
聞
え
て
く
る
音
、
「
ど
う
ぞ

ダ
イ
ヤ
ル
を
お
回
し
く
だ
さ

い
」
と
い
う
合
図
で
す
。
こ
の

音
が
で
な
い
と
き
は
ダ
イ
ヤ
ル

を
回
し
て
も
つ
な
が
り
ま
せ

ん。

同
凶
嗣
い
一
ッ
l

ッ
、
ッ
l
ッ、

間
の
長
い
断
続
音
、
お
か
け
に

な
っ
た
相
手
を
呼
び
出
し
て
い

る
音
で
す
。
そ
の
ま
ま
相
手
が

出
る
の
を
お
待
ち
く
だ
さ
い
0

日
間
凶
門
一
プ
I
ッ
、
プ
i
ッ、

間
の
短
か
い
断
続
者
、
「
相
手

が
お
話
し
中
で
つ
な
が
り
ま
せ

ん
」
と
い
う
合
図
で
す
。
こ
の

音
が
聞
え
た
ら
、
受
話
器
を
か

け
て
三
分
位
待
っ
て
か
ら
、
も

う
一
度
か
け
な
お
し
て
く
だ
さ

B
U
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ダ
イ
ヤ
ル
の
回
し
方

受
話
器
を
あ
げ
て
発
信
音
を
確

か
め
て
ダ
イ
ヤ
ル
を
回
し
ま
す
。

番
号
の
指
あ
な
へ
人
さ
し
指
を

人
れ
、
右
回
り
に
指
ど
め
ま
で
き

っ
ち
り
回
し
て
指
を
は
な
し
て
く

だ
さ
い
。
ダ
イ
ヤ
ル
は
自
然
に
も

と
へ
も
ど
り
ま
す
。

市
内
通
話
の

か
け
か
た

5 

自
動
電
話
は
ダ
イ
ヤ
ル
を
回
す

こ
と
に
よ
っ
て
、
局
の
交
換
機
が

働
い
て
、
電
話
が
つ
な
が
る
仕
組

に
な
っ
て
い
ま
す
。

番
号
を
確
か
め
、
正
し
く
四
ケ

タ
の
ダ
イ
ヤ
ル
を
回
し
て
く
だ
さ

、。
t
v
 

市
外
通
話
の

か
け
か
た

市
外
通
話
に
は
、
自
分
で
ダ
イ

ヤ
ル
を
回
す
だ
け
で
つ
な
が
る
ダ

イ
ヤ
ル
市
外
通
話
と
、
交
換
手
に

申
し
込
む
、
申
し
込
み
市
外
通
話

の
二
つ
が
あ
り
ま
す
。

ダ
イ
ヤ
ル
市
外
通
話

@
相
手
が
自
動
電
話
の
場
合
ダ
イ

ヤ
ル
を
回
す
だ
け
で
、
直
接
相

手
に
つ
な
が
り
ま
す
。

マ
か
け
方
例
石
川
二

l
一
一
一
一
一

番
に
か
け
る
と
き

石
川
局
の
市
外
局
番
市
内
局
番

。

二

四

七

二

二

番
号

一
一
一
一
一

右
の
よ
う
に
十
ケ
タ
の
番
号
を

続
け
て
ダ
イ
ヤ
ル
を
回
し
ま
す
。

こ
の
場
合
、
ゼ
ロ
も
番
号
で
す
か

ら
必
ず
回
し
て
く
だ
さ
い
。

@
相
手
局
が
自
動
電
話
で
な
い
場

合蓬
田
、
小
平
な
ど
の
場
合
は
、

市
外
局
番
を
ダ
イ
ヤ
ル
す
る
と
、

そ
の
局
の
交
換
手
が
出
ま
す
か
ら

番
号
を
つ
げ
て
く
だ
さ
ハ
o

開局を待つ玉川電話交換局

交
換
手
に
申
し
込
む

市
外
通
話

ダ
イ
ヤ
ル
市
外
通
話
の
で
き
る

と
こ
ろ
で
も
、
料
金
を
す
ぐ
知
り

た
い
と
き
の
申
し
込
み
は
「
一

O

O
番
」
で
す
。

こ
の
場
合
ま
ず
「
一

O
O」
を

ダ
イ
ヤ
ル
し
て
、
交
換
手
が
で
た

ら
「
玉
川
の
×
×
×
×
番
か
ら

O

O
局
×
×
×
×
番
」
と
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

通
話
料
金

度
数
料
金
制
の
実
施

い
ま
ま
で
は
、
定
額
料
金
で
市

内
通
話
の
使
用
回
数
に
関
係
が
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
自
動
電
話

に
切
換
後
は
、
度
数
料
金
制
基
本

料
と
、
市
内
通
話
一
回
に
つ
い
て

七
円
の
度
数
料
が
か
か
り
ま
す
。

ダ
イ
ヤ
ル
市
外
通
話

の
料
金

@
玉
川
か
ら
つ
ぎ
の
局
へ
の
通
話

は
、
区
域
内
通
話
と
な
り
、
三

分
ま
で
ご
と
に
七
円
と
な
り
ま

す
。石
川
、
古
殿
、
棚
倉
、
塙
、
矢

祭
、
浅
川
、
蓬
田
、
小
平
、
鮫

@
つ
ぎ
の
局
へ
の
通
話
は
、
隣
接

区
域
内
通
話
と
な
り
、
八
十
秒

ま
で
ご
と
に
七
円
で
す
。

郡
山
、
A

須
賀
川
、
白
河
、

春
、
平
、
太
子
、
常
陸
太
田
-

高
萩
、
大
田
原
等

@
そ
の
他
の
局
へ
の
市
外
通
話
は

距
離
別
に
、
通
話
料
金
が
定
め

ら
れ
て
お
り
ま
す
。

例
え
ば
、
東
京
の
場
合
、
六

・
五
秒
で
七
円
で
す
。

@
ダ
イ
ヤ
ル
市
外
通
話
の
場
合
も

夜
間
割
引
料
金
が
適
用
に
な
り

ま
す
。
例
え
ば
、
東
京
の
場
合
、
十

二
秒
で
七
円
と
な
り
、
七
円
で

通
話
の
で
き
る
時
聞
が
長
く
な

り
ま
す
。

た
だ
し
、
石
川
局
を
中
心
に

し
て
、
六
十
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
以

内
は
、
割
引
料
金
の
適
用
は
あ

り
ま
せ
ん
。

(
資
料
提
供石
川
電
報
電
話
局
)
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所
得
税
第

所
得
税
は
、
第
一
期
(
七
月
)
、

第
二
期
(
十
一
月
〉
、
第
三
期

(
翌
年
三
月
)
に
分
け
て
納
税
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
第
一

期
分
と
第
二
期
分
を
予
定
納
税
と

い
い
、
そ
の
税
額
は
前
年
分
の
所

得
金
額
を
基
に
し
て
計
算
し
た
金

額
(
予
定
納
税
基
準
額
と
い
い
ま

す
。
〉
の
三
分
の
一
ず
つ
を
納
め

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

第
一
期
分
は
、
六
月
中
旬
に
税

昭和50年7月1日

広
く
国
民
の
み
な
さ
ん
に
親

し
ま
れ
て
い
る
郵
便
局
の
簡
易

保
険
は
、
大
正
五
年
十
月
に
創

設
さ
れ
て
か
ら
、
満
六
十
年
を

迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
間
、
み
な
さ
ん
の
ご
理

解
に
よ
り
、
事
業
も
順
調
に
伸

び
続
け
、
現
在
の
契
約
件
数
は

四
千
九
百
万
件
、
保
有
契
約
高

二
十
三
兆
円
、
払
込
保
険
料
総

額
(
簡
保
資
金
)
は
五
兆
四
千

四
百
億
円
に
も
達
し
て
い
ま

す
。
こ
の
資
金
は
、
将
来
加
入
者

の
み
な
さ
ん
に
、
保
険
金
や
配

当
金
と
し
て
お
支
払
い
す
る
大

切
な
財
産
で
す
か
ら
、
安
全
、

確
実
で
有
利
に
、
し
か
も
公
共

No. 107 たまかわ広報

ーーーーー.... ・‘

期
分
の
納
税
は

七
月
三
十

務
署
か
ら
納
税
者
に
通
知
さ
れ
、

七
月
一
日
か
ら
七
月
三
十
一
日
ま

で
応
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
予
定
納
税
基
準
額
が

五
万
円
よ
り
少
な
い
人
は
、
予
定

納
税
を
し
な
く
て
よ
い
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
の
で
通
知
さ
れ
ま
せ

ん。
〈
予
定
納
税
額
は
減
額
で
き
ま

す
〉

の
利
益
に
な
る
よ
う
運
用
し
て
い

ま
す
。具
体
的
に
は
、
都
道
府
県
、
市

町
村
、
公
団
な
ど
に
融
資
し
て
、

口
H
ま
4

日
明
、

廃
業
、
休
業
、
転
業
、
失
業
等

で
所
得
が
減
っ
た
方
、
地
震
、
風

水
害
、
火
災
等
の
災
害
や
盗
難
、

横
領
に
よ
っ
て
財
産
に
損
害
を
受

け
た
方
、
結
婚
、
出
生
に
よ
る
配

偶
者
控
除
や
扶
養
者
控
除
あ
る
い

は
、
そ
の
ほ
か
の
事
情
で
い
ろ
い

ろ
な
控
除
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
方
は
、
六
月
三
千
日
現
在

の
状
況
に
基
づ
い
て
本
年
分
の
所

得
を
見
積
り
計
算
し
て
下
・さ
い
。

筒すづ
保と。く
資こ り
金ろに
のでお
運、力
，用昭添
計和え
画五を
は十し
、年て

総度い
額のま

暮

ら

し

に

結

び

つ

い

?こ

そ
れ
に
対
す
る
税
額
が
、
予
定

納
税
基
準
額
よ
り
も
少
な
く
な
る

と
見
込
ま
れ
る
と
き
は
、
七
月
十

五
日
ま
で
に
予
定
納
税
額
の
減
額

承
認
の
申
請
を
税
務
署
に
提
出

し
、
予
定
納
税
額
を
変
更
す
る
こ

税
の
作
文
を 下は窓 と

さ最し申が
い寄て請で
。り、あ一塁手、き
のり号めま
税ま用す
務す紙。
署かは
にら税
お、務

た詳署
づしに
ねく用

募
集
し
て
い
ま
す

高
校
生
の
み
な
さ
ん
か
ら
税
の

作
文
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

税
に
つ
い
て
、
日
ご
ろ
考
え
て

い
る
こ
と
や
意
見
な
ど
、
税
に
関

す
る
も
の
で
あ
れ
ば
な
ん
で
も
結

構
で
す
。

こ
の
資
金
は
、
昭
和
四
十
九
年

度
中
に
加
入
者
の
み
な
さ
ん
か
ら

払
込
ま
れ
た
保
険
料
と
、
運
用
に

よ
る
利
子
収
入
、
お
よ
び
五
十
年

簡
易
保
険
の
資
金
運
用

み
な
さ
ま
の
生
活
に
結
び
つ
い
た

公
営
住
宅
、
学
校
、
道
路
な
ど
の

公
共
施
設
の
建
設
、
生
活
環
境
の

整
備
な
ど
豊
か
な
町
づ
く
り
、
国

な比ので
つ一一昨
て二兆年
い・三よ
ま二千り』
すパ百千
。!七三
セナ百
γ 億二
ト円十
増(億
〉前円
と年増

度
中
に
回
収
さ
れ
る
返
済
金
か
ら

な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
と
の
資
金
の
う
ち
一
兆

五
百
億
円
は
、
国
の
財
政
投
融
資

。
応
募
資
格

高
校
生
で
あ
れ
ば
だ
れ
で
も
応
募

で
き
ま
す
。
。テl
マ

計
画
と
し
て
運
用
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
て
お
り
、
国
の
財
政
投

融
資
計
画
額
九
兆
三
千
百
億
円

の
う
ち
一
一
・
三
パ
ー
セ
ン
ト

を
占
め
て
い
ま
す
。

ち
な
み
に
、
現
在
ま
で
玉
川

村
に
融
資
さ
れ
た
簡
保
資
金
の

総
額
は
、
八
千
百
三
十
万
円
に

の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
「
簡
易
保
険

の
資
金
」
は
、
い
ず
れ
も
加
入

者
の
み
な
さ
ん
の
福
祉
や
、
地
ー

域
社
会
の
発
展
と
密
接
に
結
び

つ
い
た
身
近
な
公
共
施
設
に
投

資
さ
れ
、
明
る
く
住
み
よ
い
社

会
づ
く
り
に
役
立
っ
て
い
ま

す
。

(
川
辺
郵
便
局
よ
り
)

税
に
閉
山
す
る
こ
と
で
あ
れ
ば
な

ん
で
も
結
構
で
す
。

〈
〉
応
募
数
と
字
数

一
人
一
編
、
三
、

0
0
0字
以

内
で
、
末
尾
に
住
所
、
氏
名
、
性

別
、
学
校
名
、
学
年
、
学
校
の
所

在
地
を
宍
い
て
く
だ
さ
い
。

〈
〉
し
め
き
り

九
月
五
日
(
金
曜
日
)
ま
で
に

須
賀
川
税
務
署
へ
お
送
り
く
だ
さ

、。
。
表

彰

優
秀
作
文
一
五
編
に
国
税
庁
長

官
賞
(
賞
状
と
記
念
品
)
を
贈

呈
、
ま
た
こ
れ
に
つ
ぐ
佳
作
に

は
、
国
税
局
長
賞
を
贈
呈
し
ま

す
。
く
わ
し
い
こ
と
は
、
須
賀
川
税

務
署
総
務
課
(
電
話
五
J
二
一
九

四
〉
へ
お
間
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。



たまかわ

夏
の
子
ど
も
の
事
故
防
止
運
動

広報

一、

関
、
団
体
お
よ
び
県
民
す
べ
て
が

積
極
的
に
協
力
し
、
地
域
ぐ
る
み

の
運
動
を
す
す
め
る
も
の
で
す
。

趣
旨

こ
の
運
動
は
、
夏
休
み
中
に
子

ど
も
が
、
元
気
で
明
る
く
、
事
故

の
な
い
生
活
を
送
る
よ
う
関
係
機

二、

運
動
目
標

No. 107-
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夏
休
み
は
誘
惑
の

多
い
時
で
す

-
花
火
の
事
故
か
ら
子
ど
も
を

ま
も
る
。

・
シ

γ
ナ

l
等
薬
物
乱
用
か
ら

子
ど
も
を
ま
も
る
。

・
悪
い
環
境
か
ら
子
ど
も
を
ま

も
る
。

一・・・・E田町・・・・、
実
施
期
間

花
火
を
安
全
に
楽
し
く
遊
ぶ
た

め
に
、
次
の
こ
と
を
守
り
ま
し
ょ

。
ょ1
Jて
場
所
を
選
ん
で
遊
び
ま
し
ょ

〉
内
ノ

二
、
気
象
状
況
を
考
え
て
遊
び
ま

し
よ
う

三
、
お
と
な
と
一
緒
に
遊
び
ま

L

よ
〉
つ

四
、
商
品
の
注
意
書
を
守
う
ま
し

よ
〉
つ

五
、
火
薬
類
は
ほ
ぐ
さ
な
い
こ
と

六
、
消
火
用
バ
ケ
ツ
を
必
ず
用
意

し
ま
し
ょ
う

町
は
、
普
通
大
人
の
場
合
、
一
人
千
覧
会
協
会
が
、
介
護
者
を
必
要
と
置
し
、
車
イ
ス
の
貸
与
、
観
覧
九

…
八
百
円
と
な
ウ
て
い
ま
す
が
、
身
認
め
た
場
合
は
、
そ
の
介
護
者
一
指
導
な
ど
の
措
置
が
と
ら
れ
る

J

…

身

体

障

害

者

は

特

別

割

引

一

「
沖
縄
海
洋
博
覧
会
、
入
場
料
」
ー
ゼ

E
竺

〉

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
l
i
-
-

宅
tJ
…

障
害
者
の
場
合
は
「
優
待
」
と
人
に
つ
い
て
も
、
割
引
料
金
で
入
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
〈

て
、
一
人
四
百
円
の
割
引
料
金
場
で
き
ま
す
o

，

貴

公

安

J

入

場

で

き

ま

す

。

そ

の

ほ

か

会

場

内

に

、

身

体

障

古

貴

女

同

タ
優
勝
ク

玉
川
分
会

石
川
地
方
身
障
者
体
育
大
会

五
日
、
石
川
町
民
グ
ラ
ン
ド
に
お

い
て
、
石
川
地
方
の
身
体
障
害
者

が
多
数
参
加
し
て
行
な
わ
れ
ま
し

た。
身
体
障
害
者
福
祉
会
玉
川
分
会

か
ら
も
、
選
手
、
役
員
な
ど
三
十

余
名
が
参
加
し
、
団
体
で
、
石
川

分
会
、
平
田
分
会
と
と
も
に
、
同

点
優
勝
を
か
ぎ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
個
人
の
部
で
も
た
く
さ

ん
の
入
賞
者
を
出
す
な
ど
、
り
っ

ぱ
な
成
績
を
お
さ
め
ま
し
た
。

昭
和
五
-
十
年
度
の
石
川
地
方
身
体
障
害
者
体
育
大
会
が
、
六
月
二
十

花
火
事
故
多
し
一

花
火
遊
び
は
貌
の
一

付
き
そ
い
で
一
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山
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梅
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晴

や
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の

鳥

な

べ

で

こ

ゑ

稚

さ

川

は

は

し

ぎ

山

川

長

雨

の

葬

れ

て

こ

ゑ

恥

す

夏

の

鳴

山

一

川

た

そ

ば

え

川

川

尾

長

期

ち

日

照

雨

の

濡

ら

す

松

の

花

川

川

お

く

ゆ

川

川

屋

根

石

や

奥

混

泉

ひ

と

ふ

く

今

年

竹

山

川

赤

腹

や

門

式

隈

濁

る

え

り

梅

雨

わ
か

川

羊

・
品

川

え

の

道

吠

れ

を

り

野

の

仏

川

川

雲

雀

鳴

き

桑

の

古

株

芽

立

・

初

む

川
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の優勝
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ー
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家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

ハ
〉
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

優

二一…勝
三
小
高
チ

I
ム

準

優

勝

中

チ

l
ム

三

位

年

郁

生

，チ
ド
ム

川
辺
チ

l
ム

グ三菱優議
位藤勝庭

J、
南吉川北し
須~辺須 τ 
釜ア 4 釜 、1
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門
写
真
説
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県
戦
の
家
庭
バ
レ
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ボ
ー
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米
間
シ
ー
ズ
ン
で
す

叶
川
リ

-η
・也
μ
υ
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j
j
{
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d
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十
分
注
立
し
ま

し
よ
う

ごお
ざ誕
公い生
与まお
Zすめ
塁で
書き
かっ
ら
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出
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明

溝

井

治

行
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幸
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t
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小
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鈴
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美
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伝
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歓
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果 や ご しで高戦し小には十ツ川
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